
 書　評 

320

は
じ
め
に

　
本
稿
で
紹
介
す
る
『
日
本
の
中
国
占
領
統
治

と
宗
教
政
策
│
│
日
中
キ
リ
ス
ト
者
の
協
力
と

抵
抗
』は
、松
谷
曄
介
氏
が
北
九
州
市
立
大
学
に

提
出
し
た
博
士
論
文
や
投
稿
論
文
に
加
筆
修
正

を
加
え
た
う
え
で
出
版
さ
れ
た
労
作
で
あ
る
。

　
著
者
の
問
題
意
識
は
以
下
の
通
り
ま
と
め
ら

れ
る
だ
ろ
う
。
一
九
三
七
年
七
月
か
ら
約
八
年

に
わ
た
る
日
中
戦
争
の
さ
な
か
、
日
中
両
国
の

宗
教
者
た
ち
は
占
領
統
治
へ
の
協
力
を
迫
ら
れ

た
。
当
然
、
多
く
の
研
究
者
が
そ
の
実
態
解
明

に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
著
者
は
日
本
当
局
に

よ
る
宗
教
政
策
の
検
証
、
中
国
人
宗
教
者
の
対

日
協
力
の
実
態
解
明
、
そ
し
て
華
北
お
よ
び
華

中
地
域
を
包
含
し
た
事
例
研
究
に
対
し
て
検
討

の
余
地
を
残
す
と
指
摘
す
る
（
一
七
頁
）。

　
こ
れ
ら
の
課
題
に
取
り
組
む
た
め
、
著
者

は
「
日
中
キ
リ
ス
ト
教
関
係
史
」（
二
三
頁
）

と
い
う
双
方
向
的
視
点
を
重
視
し
な
が
ら
、
宗

教
政
策
、
そ
れ
に
よ
っ
て
華
中
や
華
北
に
誕
生

し
た
宗
教
組
織
、
そ
し
て
そ
の
政
策
や
組
織
の

下
で
活
動
し
た
日
中
の
キ
リ
ス
ト
者
を
関
連
づ

け
て
研
究
史
の
余
白
を
埋
め
よ
う
と
試
み
た
。

以
下
、
本
書
の
内
容
を
要
約
し
た
う
え
で
、
そ

の
成
果
を
位
置
づ
け
、
評
者
の
私
見
を
述
べ
る

（
本
書
の
引
用
資
料
中
に
み
ら
れ
る
旧
字
体
や

カ
タ
カ
ナ
表
記
は
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
、

常
用
漢
字
と
ひ
ら
が
な
表
記
に
改
め
た
）。

本
書
の
要
約

　
第
Ⅰ
部
「
政
策
」
は
、
主
に
宗
教
政
策
の
諸

制
度
の
形
成
お
よ
び
実
施
過
程
を
概
説
す
る
。

第
一
章
「
中
国
占
領
地
域
に
対
す
る
日
本
の
宗

教
政
策
の
形
成
│
│
キ
リ
ス
ト
教
政
策
を
中
心

に
」
で
は
日
中
戦
争
勃
発
か
ら
太
平
洋
戦
争
開

始
前
ま
で
の
日
本
国
内
お
よ
び
中
国
占
領
地
で

の
宗
教
政
策
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
一
九
三
七

年
七
月
に
日
中
の
軍
事
衝
突
が
本
格
化
す
る

と
、
外
務
省
や
陸
海
軍
は
欧
米
人
キ
リ
ス
ト
教

宣
教
師
（
以
下
、
宣
教
師
と
表
記
）
に
よ
る
ア

メ
リ
カ
国
内
の
対
日
世
論
喚
起
の
是
正
を
急
務

と
し
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
文
部
省
宗
教
局
は

一
九
三
八
年
八
月
に
「
対
支
布
教
に
関
す
る

件
」
を
発
表
し
、
北
支
那
方
面
軍
の
方
針
を
反

映
す
る
か
た
ち
で
宗
教
者
に
よ
る
宣
撫
工
作
を

行
う
こ
と
を
決
定
し
た
（
四
三

－

四
四
頁
）。

中
国
占
領
地
で
は
、
一
九
三
九
年
三
月
に
興
亜
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院
の
連
絡
部
が
各
地
に
設
置
さ
れ
る
と
、
そ
の

背
後
で
北
支
那
方
面
軍
参
謀
部
の
宣
撫
班
が
調

査
や
組
織
拡
充
を
行
う
。
こ
う
し
た
準
備
を
経

て
、
一
九
四
一
年
一
月
に
は
興
亜
院
華
北
連
絡

部
が
「
北
支
那
に
於
け
る
第
三
国
系
宗
教
団
体

指
導
要
領
」
を
確
定
さ
せ
、
北
支
日
本
基
督
教

連
盟
を
通
じ
て
日
本
人
牧
師
が
宣
教
師
に
対
し

て
各
種
工
作
を
行
う
よ
う
企
図
し
た
が
、
華
北

の
宣
教
師
懐
柔
政
策
は
日
本
人
キ
リ
ス
ト
者
と

宣
教
師
の
従
来
の
交
流
に
依
存
す
る
も
の
で

あ
っ
た
（
六
二

－

六
六
頁
）。
他
方
、
華
中
で

は
中
支
宗
教
大
同
連
盟
（
第
三
章
に
詳
述
）
が

宣
教
師
の
影
響
力
を
排
除
す
る
政
策
を
促
進
す

る
こ
と
に
な
る
（
五
八
頁
）。

　
第
二
章
「
日
本
国
内
に
お
け
る
宗
教
政
策
と

中
国
政
策
の
関
連
」
は
、
法
律
や
各
種
団
体
が

中
国
占
領
地
の
宗
教
政
策
に
及
ぼ
し
た
影
響
を

整
理
す
る
。
そ
の
論
点
は
三
つ
に
絞
ら
れ
る
。

一
つ
目
は
一
九
三
九
年
三
月
に
衆
議
院
を
通
過

し
た
宗
教
団
体
法
で
あ
る
。
著
者
は
同
法
が
日

本
国
内
の
宗
教
者
に
統
制
を
加
え
る
国
内
法
で

あ
り
な
が
ら
、
日
本
の
宗
教
団
体
を
中
国
大
陸

に
進
出
さ
せ
、
宣
教
師
の
影
響
力
に
対
抗
さ
せ

る
た
め
の
布
石
で
も
あ
っ
た
と
指
摘
し
た
（
九

一

－

九
二
頁
）。
二
つ
目
は
一
九
四
二
年
一
月

に
成
立
し
た
「
興
亜
宗
教
同
盟
」
で
あ
る
。
著

者
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
本
同
盟
が
主
催
す
る
興

亜
宗
教
審
議
会
の
各
種
政
策
提
言
は
中
国
に
お

け
る
教
団
の
設
立
や
宗
教
使
節
派
遣
と
い
っ
た

形
で
実
現
し
た
と
い
う
（
一
〇
二

－

一
〇
三

頁
）。
三
つ
目
は
、「
日
本
国
内
と
大
東
亜
共
栄

圏
諸
地
域
に
お
け
る
宗
教
政
策
の
強
化
を
目

的
」（
一
〇
五
頁
）
と
し
て
、
一
九
四
四
年
一

月
に
日
本
政
府
が
発
足
さ
せ
た
宗
教
教
化
方
策

委
員
会
で
あ
る
。
著
者
は
同
委
員
会
が
提
唱
し

て
い
た
「
宗
教
使
節
」
の
海
外
派
遣
が
、
賀
川

豊
彦
の
中
国
派
遣
の
背
景
に
な
っ
た
と
指
摘
し

た
（
一
〇
七

－

一
〇
八
頁
）。

　
続
く
第
Ⅱ
部
「
組
織
」
は
、
中
国
占
領
地
で

宗
教
政
策
を
実
行
す
る
た
め
に
生
み
出
さ
れ
た

各
種
組
織
を
扱
う
。
第
三
章
「
中
支
宗
教
大
同

連
盟
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
は
中
支
宗
教
大
同
連

盟
の
成
立
や
活
動
実
態
に
つ
い
て
論
じ
る
。
一

九
三
八
年
七
月
に
上
海
で
特
務
部
や
宗
教
家
を

集
め
て
開
催
さ
れ
た
宗
教
対
策
座
談
会
で
は
、

占
領
地
域
に
お
け
る
宗
教
政
策
に
つ
い
て
の
提

言
が
出
さ
れ
た
。
そ
の
提
言
は
、
中
支
那
派
遣

軍
特
務
部
の
原
田
熊
吉
が
陸
軍
省
に
提
出
し
た

民
衆
工
作
の
提
言
書
に
「
中
支
宗
教
工
作
要

領
」
と
し
て
集
約
さ
れ
た
と
著
者
は
指
摘
す
る

（
一
一
六
頁
）。
そ
し
て
、
準
備
委
員
会
発
足
や

文
部
省
の
認
可
を
得
て
、
一
九
三
九
年
二
月
に

上
海
で
中
支
宗
教
大
同
連
盟
が
発
足
し
た
。
こ

の
組
織
は
民
間
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
る
宗
教

問
題
研
究
所
か
ら
各
種
助
言
を
受
け
、
日
本
宗

教
連
盟
か
ら
人
材
を
得
て
い
た
と
い
う
。
ま

た
、
創
設
初
期
の
段
階
で
は
、
上
海
市
大
道
政

府
顧
問
の
職
に
あ
り
宗
教
の
大
同
団
結
を
唱
え

て
い
た
西
村
展
蔵
の
影
響
も
受
け
て
い
た
と
指

摘
す
る
。
同
連
盟
は
神
道
部
、
仏
教
部
、
基
督

教
部
に
分
か
れ
て
、
占
領
地
に
お
け
る
社
会
工

作
に
従
事
し
た
が
、
人
材
不
足
、
財
政
難
、
ほ

か
の
組
織
と
の
連
携
不
足
、
さ
ら
に
一
九
四
〇

年
以
降
に
中
国
側
宗
教
団
体
の
取
り
込
み
を
断

念
し
た
こ
と
な
ど
複
合
的
な
要
因
に
よ
っ
て
同

連
盟
の
活
動
は
停
滞
し
て
い
っ
た
と
す
る
（
一

三
五

－

一
四
〇
頁
）。

　
第
四
章
「「
中
華
基
督
教
団
」
を
め
ぐ
る
諸

問
題
」
は
日
米
戦
争
勃
発
後
に
中
国
各
地
で
日

本
当
局
が
行
っ
た
教
会
合
同
の
三
つ
の
事
例
を

紹
介
し
、
本
書
副
題
に
み
え
る
「
協
力
と
抵

抗
」
の
諸
相
を
示
す
。
一
つ
目
は
、
一
九
四
二
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年
一
〇
月
に
華
北
政
務
委
員
会
や
北
支
那
方
面

軍
司
令
部
の
下
で
成
立
し
た
華
北
中
華
基
督

教
団
で
あ
る
。
北
京
に
本
部
を
置
く
こ
の
教

団
は
、「
教
会
財
産
の
現
状
調
査
や
登
記
手
続

き
」（
一
六
一
頁
）
を
行
い
つ
つ
、
占
領
行
政

に
協
力
し
た
。
こ
れ
に
関
し
て
、
本
章
で
は
同

教
団
へ
の
加
入
を
拒
否
し
た
王
明
道
（
北
京
の

独
立
教
会
牧
師
）
や
、
日
本
か
ら
の
圧
力
を
利

用
し
て
中
国
国
内
の
教
会
合
同
を
進
め
よ
う
と

し
た
江
長
川
の
事
例
も
描
か
れ
て
い
る
（
一

六
四

－

一
七
一
頁
）。
二
つ
目
は
、
南
京
の
事

例
で
あ
る
。
一
九
三
七
年
一
二
月
の
南
京
占
領

以
降
、
楊
紹
誠
（
第
五
章
で
詳
述
）
に
代
表
さ

れ
る
中
国
人
信
者
と
日
本
人
信
者
の
活
発
な
交

流
を
通
じ
て
、
一
九
四
三
年
二
月
に
南
京
中
華

基
督
教
団
が
成
立
し
た
。
こ
の
教
団
は
「
中
国

教
会
を
対
日
協
力
へ
と
動
員
す
る
機
能
」
を

持
っ
て
い
た
が
、
中
国
人
信
者
は
漢
奸
（
対
日

協
力
者
）
批
判
を
前
提
と
し
な
が
ら
も
「
教
会

を
保
護
す
る
唯
一
の
選
択
肢
」
と
し
て
教
団
に

加
入
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
（
一
九
〇

－

一
九

一
頁
）。
三
つ
目
は
、
上
海
の
事
例
で
あ
る
。

一
九
四
二
年
八
月
に
は
華
中
日
華
基
督
教
連
盟

（
日
中
キ
リ
ス
ト
者
の
連
絡
団
体
）
が
組
織
さ

れ
た
が
、
結
果
的
に
華
中
全
域
を
網
羅
す
る
合

同
教
会
「
華
中
中
華
基
督
教
団
」
は
成
立
し
な

か
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
著
者
は
こ
の
連

盟
に
か
か
わ
っ
た
繆
秋
笙
を
取
り
上
げ
、
彼
が

伝
統
的
に
教
会
合
同
に
否
定
的
だ
っ
た
バ
プ
テ

ス
ト
派
に
所
属
し
て
い
た
こ
と
や
、
漢
奸
批
判

を
恐
れ
て
占
領
下
で
の
教
会
合
同
に
消
極
的
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
説
明
を
加
え
た（
二
〇
八

－

二
一
〇
頁
）。

　
第
Ⅲ
部
「
人
物
」
は
日
中
の
キ
リ
ス
ト
者
に

関
す
る
人
物
研
究
で
あ
る
。
第
五
章
「
楊
紹
誠

と
そ
の
生
涯
」
は
、
中
国
の
ア
ド
ベ
ン
ト
教
会

牧
師
で
あ
っ
た
楊
紹
誠
の
生
涯
を
各
種
資
料
か

ら
描
き
出
し
、
そ
の
思
考
様
式
や
生
活
様
式
か

ら
対
日
協
力
の
動
機
を
分
析
す
る
。
著
者
は
、

楊
の
生
涯
の
な
か
で
以
下
三
点
に
着
目
し
た
。

一
つ
目
は
、
日
中
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、
彼
が

一
九
三
八
年
四
月
か
ら
南
京
で
難
民
救
済
活
動

や
日
本
人
兵
士
を
対
象
と
し
た
文
書
伝
道
に
従

事
し
た
こ
と
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
日
本
敗
戦

後
も
、
楊
は
宣
教
師
と
と
も
に
日
本
人
キ
リ
ス

ト
者
が
収
監
さ
れ
た
集
中
営
を
訪
れ
、
礼
拝
な

ど
を
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
三
つ
目

に
、
一
九
五
〇
年
以
降
人
民
政
府
が
推
進
し
た

各
種
宗
教
政
策
へ
の
参
加
表
明
を
極
力
遅
ら
せ

た
こ
と
で
あ
る
。
以
上
の
考
察
を
経
て
、
著
者

は
楊
が
、
敵
味
方
の
区
別
な
く
「
援
助
を
惜
し

ま
な
い
姿
勢
」
を
持
ち
、
困
難
な
状
況
で
も

「
強
い
使
命
感
」
を
持
ち
続
け
て
い
た
、
と
評

価
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
日
本
軍
や
人
民
政
府

の
宗
教
政
策
へ
の
協
力
は
、
盲
従
で
は
な
く
消

極
的
な
参
与
で
あ
り
、「
彼
の
対
日
協
力
が
い

わ
ゆ
る
「
漢
奸
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
利
敵
行

為
や
裏
切
り
行
為
で
は
決
し
て
な
か
っ
た
（
後

略
）」
と
指
摘
す
る
（
二
八
四

－

二
八
五
頁
）。

　
第
六
章
「
日
本
人
キ
リ
ス
ト
者
と
中
国
」

は
、
中
国
占
領
地
に
お
け
る
日
本
人
キ
リ
ス
ト

者
四
人
の
活
動
や
言
説
を
詳
述
す
る
。
一
人
目

は
安
村
三
郎
で
あ
る
。
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
教
会

牧
師
で
あ
っ
た
彼
は
、
宣
教
師
の
反
日
・
親
中

的
な
報
道
内
容
是
正
を
目
的
に
、
一
九
三
八
年

四
月
か
ら
一
九
四
二
年
五
月
の
間
に
三
回
中
国

に
派
遣
さ
れ
た
（
二
八
九

－

二
九
〇
頁
）。
し

か
し
、
宣
教
師
た
ち
は
軍
や
政
府
の
意
を
う
け

て
派
遣
さ
れ
た
安
村
に
警
戒
心
を
強
め
た
た

め
、
安
村
に
よ
る
世
論
是
正
工
作
は
十
分
な
成

果
を
上
げ
な
か
っ
た
（
三
一
四
頁
）。
二
人
目

は
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
監
督
で
あ
り
、
青
山
学
院
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院
長
や
日
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟
委
員
長
を
歴
任
し

た
阿
部
義
宗
で
あ
る
。
彼
は
、
一
九
四
一
年
一

二
月
か
ら
日
本
敗
戦
に
至
る
ま
で
中
国
占
領
地

で
の
宗
教
政
策
に
関
与
し
た
。
し
か
し
、
国
益

を
重
視
し
日
本
の
中
国
侵
略
を
等
閑
視
す
る
彼

の
姿
勢
に
中
国
人
信
者
は
疑
念
を
抱
い
た
（
三

三
〇

－

三
三
一
頁
）。
三
人
目
は
、
社
会
運
動

家
と
し
て
も
著
名
な
賀
川
豊
彦
で
あ
る
。
賀
川

は
、
一
九
四
四
年
一
〇
月
か
ら
一
九
四
五
年
二

月
に
か
け
て
「
宗
教
使
節
」
と
し
て
中
国
を
訪

問
し
、
各
都
市
で
講
演
を
行
っ
た
。
し
か
し
、

戦
争
の
正
当
化
や
日
本
の
占
領
統
治
容
認
を
求

め
る
言
動
は
、
中
国
人
キ
リ
ス
ト
者
た
ち
の
失

望
を
招
い
た
（
三
五
九
頁
）。
四
人
目
は
、
一

九
四
二
年
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
の
満
洲
や

華
北
を
訪
問
し
た
矢
内
原
忠
雄
で
あ
る
。
そ
の

日
程
で
注
目
す
べ
き
は
、
北
京
の
王
明
道
訪
問

で
あ
る
。
著
者
は
矢
内
原
と
王
の
共
通
点
を
、

外
部
の
圧
力
を
通
じ
た
教
会
合
同
に
対
す
る
批

判
的
姿
勢
に
見
出
す
。
同
時
に
、
独
立
教
会
を

形
成
し
、
占
領
下
で
の
教
会
合
同
に
妥
協
し
な

か
っ
た
王
に
対
し
て
、
矢
内
原
は
無
教
会
の
師

で
あ
る
藤
井
武
や
内
村
鑑
三
の
姿
を
投
影
し
た

の
で
は
な
い
か
、
と
す
る
（
三
八
二
頁
）。

　
本
書
各
章
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
終
章
「
中

国
占
領
地
域
に
お
け
る
宗
教
政
策
の
諸
相
」
に

て
著
者
は
、
中
国
占
領
地
に
お
け
る
統
一
的
な

宗
教
政
策
が
不
在
だ
っ
た
が
た
め
に
限
定
的
な

が
ら
も
自
由
空
間
が
生
じ
、
そ
れ
が
ゆ
え
に
日

中
両
国
の
キ
リ
ス
ト
者
は
「
協
力
と
抵
抗
の
は

ざ
ま
」
で
揺
れ
動
く
こ
と
に
な
っ
た
、
と
結
論

づ
け
た
（
三
八
九

－

三
九
〇
頁
）。

本
書
の
成
果

　
以
上
の
要
約
を
踏
ま
え
れ
ば
、
本
書
の
成
果

を
以
下
の
二
点
に
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。

　
一
点
目
は
、
史
料
に
つ
い
て
で
あ
る
。
本
書

は
長
期
に
わ
た
る
文
献
史
料
の
収
集
や
積
極
的

な
聞
き
取
り
調
査
を
通
じ
て
世
に
問
わ
れ
た
実

証
研
究
の
成
果
で
あ
る
と
い
え
る
。
日
本
、
中

国
大
陸
、
香
港
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

キ
リ
ス
ト
教
会
関
係
文
書
や
著
者
が
行
っ
た
聞

き
取
り
調
査
は
、
日
中
戦
争
中
の
占
領
地
に
お

け
る
組
織
や
キ
リ
ス
ト
者
の
動
向
に
対
す
る
考

察
を
可
能
に
し
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
当
時
存

命
中
だ
っ
た
中
国
人
キ
リ
ス
ト
者
へ
の
聞
き
取

り
は
そ
の
記
録
自
体
が
極
め
て
貴
重
で
あ
る
。

　
二
点
目
は
、
新
た
な
研
究
手
法
を
通
じ
た
史

実
解
明
で
あ
る
。
著
者
は
、
本
書
に
お
い
て
こ

れ
ま
で
未
解
明
と
さ
れ
た
宗
教
政
策
、
組
織
、

そ
し
て
人
物
に
対
し
て
体
系
的
な
検
討
を
行
っ

た
。
こ
の
過
程
で
賞
賛
す
べ
き
は
、著
者
が
「
日

中
キ
リ
ス
ト
教
関
係
史
」
と
い
う
日
中
両
国
の

キ
リ
ス
ト
者
に
対
す
る
双
方
向
的
な
視
点
を
一

貫
し
て
重
視
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の
研
究
手

法
を
通
じ
て
、
既
存
の
伝
記
や
回
想
録
の
叙
述

を
相
対
化
し
た
だ
け
で
な
く
、
同
分
野
に
関
す

る
研
究
の
発
展
性
を
も
示
し
た
と
言
え
る
。

所
見
お
よ
び
感
想

　
そ
れ
で
は
、
本
書
で
得
ら
れ
た
知
見
を
基
礎

と
し
て
ど
の
よ
う
な
発
展
的
な
研
究
が
可
能
と

な
る
の
〉
1
〈

か
。
評
者
の
能
力
が
及
ぶ
範
囲
で
読
者

諸
氏
に
若
干
の
話
題
を
提
供
し
て
み
た
い
。

　
前
述
の
よ
う
に
、
一
九
三
八
年
七
月
に
上
海

で
特
務
部
や
宗
教
家
を
集
め
て
行
わ
れ
た
宗
教

対
策
座
談
会
（
以
下
、
座
談
会
と
表
記
）
が
、

中
支
宗
教
大
同
連
盟
の
結
成
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
た
こ
と
が
本
書
で
解
説
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
本
書
で
は
宣
撫
班
で
活
動
し
た
「
宗

教
関
係
者
」
が
座
談
会
に
参
加
し
た
と
す
る

が
、「
上
海
特
務
機
関
嘱
託
と
し
て
キ
リ
ス
ト
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教
工
作
に
携
わ
っ
て
い
た
」
組
合
教
会
牧
師
の

前
田
彦
一
以
外
に
解
説
が
な
い
た
め
、
次
の
と

お
り
事
実
関
係
を
補
足
し
た
い
（
一
一
五
頁
）。

　
実
は
、
上
海
在
住
の
牧
師
古
屋
孫
次
郎
は
座

談
会
が
行
わ
れ
る
二
か
月
前
に
日
本
に
帰
国

し
、
華
中
お
よ
び
上
海
で
日
本
人
牧
師
を
宣
教

師
や
中
国
人
信
者
を
対
象
と
し
た
宣
撫
工
作
に

参
加
さ
せ
る
よ
う
、
日
本
基
督
教
連
盟
幹
部
に

要
請
し
て
い
〉
2
〈
た
。
こ
れ
が
「
宗
教
関
係
者
」
と

宣
撫
班
を
結
び
つ
け
た
と
推
測
さ
れ
る
。
古
屋

の
要
請
に
応
じ
、
組
合
教
会
牧
師
の
平
田
甫
は

前
田
彦
一
ら
と
と
も
に
六
月
中
旬
か
ら
華
中
一

帯
で
宣
撫
工
作
に
従
事
〉
3
〈

し
、
七
月
六
日
に
は
上

海
特
務
部
関
係
者
や
ほ
か
の
日
本
人
キ
リ
ス
ト

者
と
と
も
に
宣
撫
工
作
の
報
告
会
を
行
っ
て

い
〉
4
〈

る
。
特
務
部
や
特
務
機
関
が
中
支
宗
教
大
同

連
盟
設
立
構
想
を
主
導
し
、「
上
海
在
住
の
牧

師
や
僧
侶
た
ち
」
が
「
積
極
的
発
案
と
支
持
」

（
一
一
六
頁
）
を
行
っ
た
と
い
う
解
釈
は
疑
い

な
い
が
、
華
中
に
お
け
る
宣
撫
工
作
の
活
性
化

が
宗
教
者
た
ち
の
「
積
極
的
発
案
と
支
持
」
を

後
押
し
し
た
と
の
解
釈
も
可
能
だ
ろ
う
。
本
稿

で
は
概
説
的
な
指
摘
に
と
ど
め
る
が
、
各
教
派

所
属
の
日
本
人
キ
リ
ス
ト
者
が
従
事
し
た
宣
撫

工
作
の
実
態
解
明
は
、
占
領
地
に
お
け
る
日
中

キ
リ
ス
ト
者
の
交
流
な
ど
「
日
中
キ
リ
ス
ト
教

関
係
史
」
の
叙
述
を
よ
り
豊
か
に
す
る
だ
け
で

な
く
、
華
中
に
お
け
る
宗
教
政
策
の
端
緒
（
も

し
く
は
本
書
第
Ⅰ
部
と
第
Ⅱ
部
で
議
論
さ
れ
た

華
北
と
華
中
の
宗
教
政
策
の
相
違
）
を
考
え
る

上
で
も
重
要
な
手
掛
か
り
と
な
る
よ
う
に
思
え

た
。お

わ
り
に

　
本
年
（
二
〇
二
〇
年
）
は
戦
後
七
五
年
の
節

目
に
当
た
る
。
し
か
し
、
戦
争
経
験
者
お
よ
び

遺
族
の
逝
去
・
高
齢
化
に
よ
っ
て
史
料
が
散
逸

し
、
戦
争
に
関
す
る
史
実
解
明
が
困
難
に
な
り

つ
つ
あ
る
と
い
う
現
実
は
、
多
く
の
研
究
者
に

共
有
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
ろ
〉
5
〈

う
。
翻
っ
て
見

れ
ば
、
多
様
な
史
料
を
収
集
し
、「
日
中
キ
リ

ス
ト
教
関
係
史
」
と
い
う
枠
組
み
で
日
中
戦
争

と
日
中
両
国
の
キ
リ
ス
ト
者
の
歩
み
を
跡
付
け

た
著
者
の
研
究
成
果
は
、
こ
う
し
た
社
会
潮
流

に
一
石
を
投
じ
た
と
も
い
え
る
。
本
書
を
基
礎

と
し
て
多
く
の
研
究
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
を

願
う
と
同
時
に
、
著
者
自
身
の
さ
ら
な
る
研
究

の
発
展
に
期
待
し
た
い
。

注
〈
1
〉 

本
書
に
つ
い
て
は
倉
田
明
子
氏
の
書
評

（『
日
本
の
神
学
』第
五
九
号
、二
〇
二
〇
年
）、

金
丸
裕
一
氏
の
新
刊
紹
介
（『
キ
リ
ス
ト
教
史

学
』
第
七
四
集
、
二
〇
二
〇
年
七
月
）、
蒲
豊

彦
氏
の
書
評
（
第
七
四
巻
第
九
号
、
二
〇
二
〇

年
九
月
）、
大
澤
広
嗣
氏
の
書
評
（『
日
本
歴

史
』
第
八
七
一
号
、
二
〇
二
〇
年
一
二
月
）
も

あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

〈
2
〉 

「
キ
リ
ス
ト
教
各
派
協
力
の
下
に
な
さ
れ

た
連
盟
の
慰
問
事
業
近
況
」『
基
督
教
世
界
』

一
九
三
八
年
六
月
二
日
、二
八
二
八
号
、二
頁
。

〈
3
〉 

平
田
甫
「
中
支
慰
問
行
」
同
右
、
一
九
三

八
年
六
月
三
〇
日
、
二
八
三
二
号
、
六
頁
。

〈
4
〉 

平
田
甫
「
中
支
復
興 

基
督
教
奉
仕
団
の

活
動
」
同
右
、
一
九
三
八
年
八
月
四
日
、
二
八

三
七
号
、
四
頁
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
本
書
刊

行
後
に
出
版
さ
れ
た
芳
井
研
一
氏
の
研
究
は
、

難
民
救
済
問
題
を
主
題
と
し
つ
つ
、
華
北
お
よ

び
華
中
で
の
宣
撫
工
作
を
概
説
し
て
い
る
点
で

示
唆
に
富
む
（
同
『
難
民
た
ち
の
日
中
戦
争

│
│
戦
火
に
奪
わ
れ
た
日
常
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
二
〇
年
、二
三

－

三
五
、五
八

－

八
三
頁
）。

〈
5
〉 

『
朝
日
新
聞
』（
大
阪
本
社
版
）
二
〇
一
九

年
一
二
月
三
一
日
、
一

－

二
面
。


